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祝、 日本被団協ノーベル平和賞受賞
花
垣
ル
ミ
さ
ん
が
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

授
賞
式
参
加
＊

＊
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
賞
式
参
加
ツ
ア
ー
は
、
原
水

協
（原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
）
と
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
が
、

日
本
被
団
協
と
の
協
議
の
上
で
、
２
０
２
４
年
１２
月
７

日
～
１３
日
、
協
力
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

受賞を追い風に今年こそ核禁条約加入を！
▲世代的継承に期待。授賞式参加報告の花垣さんと原水禁大会報告をした中大路さん（左写真 ・右）
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日本も
禁止条約に

２
月
２７
日
、
上
賀
茂
憲
法

九
条
の
会

（
北
区
）
主
催
、

高
齢
者
生
協
く
ら
し
コ
ー
プ
・

新
日
本
婦
人
の
会
上
賀
茂
班

有
志
の
協
賛
で
、
花
垣
ル
ミ
さ

ん
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
式

参
加
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
３０
人
あ
ま
り
が
お
話
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。

今

も

核
の
危

機
身
近

に
つ
ど
い

で
は
、
は

じ
め
に
地
元
・
上
賀
茂
診
療

所
の
中
大
路
友
未
さ
ん
（
２９
）

か
ら
、
昨
年
広
島
で
開
か
れ

た
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

参
加
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

被
爆
地
広
島
の
す
ぐ
隣
の

岩
国
基
地
（
米
日
三
軍
が
使

用
）
調
査
報
告
や
、
戦
後
の

核
軍
拡
の
流
れ
、
な
く
な
ら

な
い
実
験
・
事
故
の
危
険
…

被
爆
体
験
は
じ
め
戦
争
体

験
者
が
高
齢
化
し
て
い
く

中
、
反
戦
・
平
和
の
語
り
部

の
継
承
は
急
務
で
す
。
一
同

期
待
し
て
ま
す
よ
。

被
団
協
・
田
中
熙
巳
代
表

の
発
言
に
大
き
な
拍
手

（
「
非
核
の
政
府
を
つ
く
る

会
」
代
表
で
２
０
２
０
年
に

国
連
に
行
っ
た
切
り
、
パ
ス

ポ
ー
ト
が
切
れ
て
い
ま
し

た
。
年
齢
の
こ
と
は
じ
め
手

間
ひ
ま
か
か
っ
て
、
あ
せ
り

ま
し
た
と
花
垣
さ
ん
が
登

壇
）授

賞

式
は
パ
ブ

リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
。
涙
が
止

ま
ら
な
か
っ
た
の
は
被
団
協
・

田
中
熙
巳
代
表
の
受
賞
講
演

で
し
た
。
田
中
さ
ん
は
第
１

に
、
「
日
本
政
府
は
原
爆
で
亡

く
な
っ
た
方
に
ま
っ
た
く
保

障
を
し
て
い
な
い
」
と
、
第
２

に
、
「
唯
一
の
被
爆
国
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
そ
っ
ぽ

を
向
け
て
い
る
」
こ
と
を

上
げ
、
厳
し
く
批
判
し
た

の
で
し
た
。

負
い
目
で
は
ダ
メ
、
生

き
て
伝
え
続
け
よ
う

「
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
ガ
ザ

へ
」
集
会
で
は
ガ
ザ
か

ら
避
難
し
て
き
た
青
年

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
モ
タ

ズ
・
ア
ザ
イ
ザ
さ
ん
と
対

談
し
ま
し
た
。
ア
ザ
イ
ザ

さ
ん
は
、
「
パ
レ
ス
チ
ナ
の

現
実
を
世
界
に
知
ら
せ
よ

う
と
ガ
ザ
か
ら
出
国
し
た

が
、
身
内
や
知
人
を
見
捨

て
て
自
分
だ
け
逃
げ
た
よ

う
な
」
負
い
目
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

花
垣
さ
ん
は
、
「
被
爆
者

も
、
家
族
や
友
人
を
救
う

こ
と
が
で
き
ず
、
辛
い
思

い
を
し
た
が
、
生
き
て
き

た
。
体
験
を
語
り
、
戦
争

は
ダ
メ
！
と
言
い
続
け
ま

し
ょ
う
」
と
、
は
げ
ま
し
、

  ７日　    ・ 成田発　８日オスロ着
  ９日朝　 ・ 国会前で国会議員に折鶴を手渡す
　　   昼　 ・ メディア取材
　　　　　   ・ オスロ大学で被爆樹木の種を渡す
　  　 夜   ・ オスロ大学図書館で被爆証言
　　　　　   ・ キャンドルイベント （パレード）
１０日朝　 ・ ノルウェー国会議員への証言
　　　　　   ・ ノーベル平和センターに銅板折鶴寄贈
１０日昼　 ・ オスロ図書館で授賞式。 パブリックビューイ
               ングで、 被団協田中代表から日本へＺＯＯＭ 
               生中継

　　　 夕　 ・ 平和センターからタイマツ行進
　　　 夜　 ・ 平和センター ・ ＩＣＡＮの夕食会
１１日朝　 ・ 若手議員に被爆証言。 「焼き場に立つ少年」
　　　　　　　 ポスカードと英文 「憲法９条」 を渡す
　　　 夜   ・ ＩＰＢ国際ピースビューローとＩＣＡＮ主催の集             　
　　　　　　　 会 「ヒロシマからガザへ」 に、 ガザから避
               難してきた青年ジャーナリストと対談。 参加
　　　　　　　 １００人の前でハグ。 満場拍手。
１２日　    ・ オスロ発帰国

２０２４年１２月、 原水協 ・ ピースボート主催 「ノーベル平和賞授賞式参加ツアー」 行程
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保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

　　　　～エイコンズ予定～

「やさしい英語で楽しく話そう」
「英語の歌を歌おう♪」
「唱歌を歌おう」
「初級ギター・教室」随時募集中

問い合わせ：(075)493-2983

チャンス
　今年こそ
核兵器

抱
き
合
っ
た
の
で
し
た
。

（
何
で
そ
ん
な
に
背
が
高
い

の
？
と
思
い
な
が
ら
。）

ア
メ
リ
カ
で
は
な
く
戦
争

が
き
ら
い

「
ア
メ
リ
カ
が
き
ら
い
で

す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
が

き
ら
い
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
戦
争
が
悪
い
ん
で
す
。

戦
争
は
殺
し
合
い
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
の
映

像
が
報
道
さ
れ
ま
す
。
「
何

人
が
犠
牲
…
」
と
報
じ
ら
れ

ま
す
。
そ
の
一
人
ひ
と
り
に

は
名
前
が
あ
る
の
で
す
。「
荼

毘
に
付
す
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
普
通
の
火
葬
を
し
て
骨

上
げ
す
る
よ
う
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
被
爆
後
は
、
こ
わ
れ

た
バ
ケ
ツ
に
入
れ
て
持
ち
帰

り
ま
し
た
。
従
兄
弟
の
灯
籠

流
し
を
し
ま
し
た
。

被
爆
・
終
戦
８０
年
、
核
禁

条
約
サ
イ
ン
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
か
も

ノ
ー
ベ
ル
賞
で
世
界
が
日

本
の
背
中
を
押
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
被
爆
８０
年
、
終
戦

８０
年
。
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
何

と
し
て
も
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
に
サ
イ
ン
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
新
幹
線
が
広
島

駅
に
入
る
手
前
、
左
手
に
比

治
山
が
見
え
ま
す
。
被
爆
後
、

多
く
の
遺
体
が
集
め
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
山
の
陰

に
岸
田
前
首
相
の
親
戚
も
あ

り
ま
す
。
岸
田
さ
ん
は
「
選

挙
区
が
広
島
」
を
売
り
物
に

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
し
た

が
、
核
抑
止
力
礼
賛
、
禁
止

条
約
に
は
ソ
ッ
ポ
。
後
を
次

い
だ
の
が
石
破
さ
ん
。
た
い

へ
ん
だ
け
ど
石
を
破
ら
な
け

れ
ば
ね
。

今
で
し
ょ
う
。

と
力
強
く
結
ば
れ
ま
し
た
。

（
文
責
・
編
集
部
赤
染
）

生
協
平
和

の
語
り
部
、

京
都
原
水
爆

被
災
者
懇
談

会
世
話
人
代
表
、
非
核
の
政
府
を

求
め
る
京
都
の
会
常
任
世
話
人
会

共
同
代
表
。

横
浜
市
出
身
。
戦
争
中
広
島
市

の
親
戚
に
疎
開
。
１
９
４
５
年
８
月

６
日
に
は
５
歳
。
爆
心
地
か
ら
１
・

７
㎞
地
点
で
被
爆
。
爆
風
に
飛
ば
さ

れ
て
負
傷
、
母
親
た
ち
と
逃
げ
る
途

中
、
水
を
求
め
息
絶
え
た
人
々
を
目

に
し
ま
す
が
、
そ
の
後
記
憶
が
失
わ

れ
ま
す
。

２
０
０
３
年
、
京
都
生
協
の
呼

び
か
け
で
代
表
団
に
加
わ
り
広
島

へ
。
せ
い
き
ょ
う
虹
の
ひ
ろ
ば
、
平

和
祈
念
式
典
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
に
参
加
。
直
接
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
そ
の
夜
の
灯
籠
流
し

が
き
っ
か
け
で
記
憶
が
よ
み
が
え

り
、
被
爆
体
験
を
聞
く
側
か
ら
語
る

側
へ
。
「
思
い
出
す
の
は
と
て
も
つ

ら
い
。
証
言
は
嫌
い
。
で
も
被
爆
者

が
い
な
く
な
る
ま
で
、
語
り
続
け

る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

著
書
に
、
絵
本
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
人
形
」
（
本
の
泉
社
＝
花
垣
さ

ん
の
体
験
を
佛
教
大
学
生
た
ち
が

紙
芝
居
に
し
た
も
の
の
書
籍
化
）、

「
五
八
年
後
の
原
爆
―
少
女
が
見
た

あ
の
日
の
河
原
」
（
日
本
機
関
紙
出

版
セ
ン
タ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。 ▲高山板金店（下京区）に特注した銅製　

　折り鶴。花垣さんが訪れた世界中の平
　和祈念メモリアルにかざられている。

花垣ルミさん
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総
代
懇
談
会
を
２
月
１２
日

（
京
都
高
齢
者
生
協
本
部
）
総

代
参
加
１０
名
、
２
月
２５
日
（
こ

と
ら
い
ふ
嵯
峨
野
）
総
代
参

加
８
名
、
３
月
３
日
（
こ
と

ら
い
ふ
東
寺
）
総
代
参
加
８

名
で
開
催
し
ま
し
た
。

懇
談
会
の
内
容
は
、
は
じ

め
に
参
加
者
の
自
己
紹
介
を

し
た
後
、
奥
谷
和
隆
専
務
理

事
か
ら
、
①
２
０
２
４
年
度

事
業
進
捗
状
況
説
明
、
②
相

続
登
記
な
ど
相
続
に
関
す
る

ミ
ニ
学
習
会
、
③

紫
式
部

３
月
号
に
掲
載
し
た
「
本
当

に
あ
っ
た
お
話
」
を
交
流
し

な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

相
続
登
記
の
話
題
で
は
、

実
際
に
お
子
さ

ん
が
海
外
で
生

活
し
て
い
る
場

合
の
「
印
鑑
証

明
」
を
取
る
苦

労
な
ど
語
っ
て

頂

き

ま

し

た
。

「
一
時
帰
国
時
に

住
所
の
変
更
を

行
い
、
出
国
時

に
は
ま
た
変
更

し
た
」
と
い
う

事
で
し
た
。

「
本
当
に
あ
っ
た
お
話
」
で

は
、
参
加
さ
れ
た
総
代
さ
ん

が
、
知
り
合
い
の
方
の
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

突
然
や
っ
て
き
た
業
者
さ

ん
に
、
木
を
一
本
切
っ
て
欲

し
い
と
お
願
い
す
る
と
、
作

業
が
終
わ
っ
て
か
ら
数
十
万

円
の
作
業
代
を
請
求
さ
れ
た

と
い
う
事
で
し
た
。

ま
た
、
も
っ
と
他
の
方
に

高
齢
者
生
協
を
知
っ
て
頂
く

た
め
に
は
、

紫
式
部
を
使

う
と
良
い
、
と
の
ご
意
見
も

頂
き
ま
し
た
。

寒
暖
は
行
き
つ
戻
り
つ

歓
談
は
行
っ
て
戻
ら
ず

　
　
　
　

　
　

―
今
年
度
一
巡
目
の

　
　
　
　
　
　

総
代
懇
談
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
―

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
ご

意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
今
後

の
事
業
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

京
都
高
齢
者
生
活
協
同
組
合
く
ら
し
コ
ー
プ
に
お
け

る
最
高
議
決
機
関
は
「
総
代
会
」、
そ
の
総
代
会
で
決

議
す
る
際
の
票
を
持
つ
の
が
「
総
代
」
で
す
。
総
代
と

い
う
言
葉
に
な
じ
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
般

に
は
代
議
員
さ
ん
の
役
割
を
生
協
で
は
「
総
代
」
と
い

い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
協
で
は
１
１
０
名
の
方
に
総
代

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

南区ことらいふ東寺会場（３月３日）

右京区ことらいふ嵯峨野会場（２月２５日）

　北区くらしコープ本部会場（２月１２日）

＊紫式部は毎号余分が出ます。

　おさそいにご活用ください。

写真 ・奥谷和隆
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小室あゆみ
「家族に迷惑かけたくないから
　　　　　　　　連絡しないで。」

４月の事業所だより

終活サポート

　相談会やセミナーに参加して勉強もした、

さあこれから実際に自分の準備を始めるぞとい

う段階で「迷惑かけたくないから、こんなこと

( ＝終活 ) やってるって家族には絶対言わない

で。私が決めたらそれでいいんだから。」と言

われる方があります。勉強された知識を元に、

遺産の分け方、お葬式など自分の旅立ち方…

. どんどんプランを出してひとりで話を進めて

きらく庵デイサービスセンター西陣
家庭的な雰囲気のデイサービスです。スタッフとワ
イワイ賑やかに過ごすもよし、趣味に没頭するもよ
し、のんびり過ごすもよし。機能訓練もしっかりや
りますよ。みんながウキウキわくわくする楽しいデ
イサービスをめざしています。

介護支援センター
紫野きらく庵

必要な人が介護保険サービスを受けられるように、

一緒に考えてケアプラン（サービス計画書）を作り

ます。地域の人と住み慣れた家で生活できるように

暮らし丸ごと支援します。

気づいた時が始めどき！月２回の相談会とエン

ディングノート作成支援は、無料でご利用頂けま

す。有料サービスや標準料金のパンフレットもあ

りますのでお気軽にお問合せ下さい。

いかれます。

　これ、残念ながら望み通りの旅立ちになら

ない可能性大です。遺産分割には「遺留分」を

始めとするルールや、相続権のある人全員の署

名押印が必要な「遺産分割協議書の作成」とい

った必ず行う手続があります。極端な話、残さ

れた遺言書ではもらえる財産がゼロの法定相続

人さんにも遺産分割協議書には署名押印しても

らわなければ、相続は前に進まないのです。ま

た、“自宅だけ渡す”“預金だけ渡す”といった

遺言内容だと、もらった人が相続税の支払に困

るなど「ありがた迷惑な遺贈」になることも。

せっかく自分で考えたお葬式のプランや演出

も、家族に伝えていなければ実行してくれるか

どうか怪しいものです。

　終活は自分で結果確認ができません。三途

の川の渡り方こそ、検討段階から家族と相談、

共有してお互い納得いく旅立ちにしたいもので

す。え？言いにくい？そんな時は終活サポート

担当の口を借りて下さいね。
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円山公園音楽堂 （東山区） には１０００人が参集、 集
会は黙祷でスタートしました。 集会後は祇園―四条河
原町―京都市役所前とデモで、 市民アピールしました。

を
闘
っ
て
い
る
原
発
賠
償
訴

訟
京
都
原
告
団
。

京
都
地
裁
で
敗
訴
、
控
訴

し
た
大
阪
地
裁
で
敗
訴
。
い

ま
最
高
裁
に
上
告
、
審
理
中

で
す
。
最
高
裁
に
向
け
て
、

あ
た
ら
し
い
署
名
を
今
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
11

年
あ
ま
り
闘
っ
て
き
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
で
す
。

　

若
者
ス
ピ
ー
チ

福
島
か
ら
来
ま
し
た
楓
で

す
。
事
故
当
時
は
３
歳
で
、

お
ぼ
え
て
い
ま
せ
ん
。
人
権

が
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
理

不
尽
さ
を
覚
え
ま
す
。

　

伏
見
の
み
な
さ
ん
の　

　

コ
ー
ル

（
気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り
来
ま

し
た
）

え
い
じ
ゃ
な
い
か

　

え
い
じ
ゃ
な
い
か
♪

原
発
な
く
て
も

　

え
い
じ
ゃ
な
い
か
♪

電
気
は
足
り
て
る

　

え
い
じ
ゃ
な
い
か
♪

　　　　　　　　　〈決議〉

一、福島原発事故によって奪われた暮らし・健康・環境・

　　地域社会を国と東京電力に償わせよう。

一、 これ以上、海を汚してはならない。放射能汚染水

　　の海洋放出をやめさせよう。

一、地震列島日本、若狭の老朽原発をはじめ、 すべて

　　の原発の稼働。再稼働をやめさせよう。

一、使用済み核燃料の中間貯蔵によって問題を先送り

　　するのではなく、核燃サイクルをはじめ原子力政策

　　の失敗を認めさせよう。

一、第７次エネルギー基本計画の「原発回帰・最大限

　　活用」方針を撤回させよう。

一、省エネと再生可能エネルギーで気候危機を打開しよう。

　　一日も早く脱原発社会を実現しよう。

▲「被団協のノーベル平和賞受賞は、すべての
核被害を告発する！」と、特別報告を行った平
信之さん（原水爆禁止京都協議会事務局長）

　

強
引
な
政
府
の
や
り

　

方
に
一
言

　

原
発
ト
ー
ク

遠
く
沖
縄
か
ら
、
時
事
問

題
を
取
り
上
げ
て
い
る
お
笑

い
芸
人
せ
や
ろ
が
い
お
じ
さ

ん
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
で

登
壇
、

「
最
近
年ビ

ン

テ

ー

ジ

代
物
ブ
ー
ム
ら

し
い
。
ジ
ー
ン
ズ
だ
け
で
な

く
ア
メ
リ
カ
か
ら
兵
器
を
買

う
、
原
発
は
再
稼
働
さ
せ
る

―
古
い
物
が
幅
を
き
か
せ
て

い
る
。
ジ
ー
ン
ズ
は
色
が
落

ち
る
だ
け
だ
が
、
米
軍
ヘ
リ

は
落
ち
た
ら
危
な
い
。
原
発

の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
は
最
悪
。

選
挙
で
落
と
せ
る
議
員
は
ま

し
。
来
た
る
選
挙
で
落
と
し

ま
し
ょ
う
」

と
、
笑
い
の
力
で
基
地
と

原
発
の
問
題
を
唱
破
！　

座

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

国
の
責
任
が
認
め
ら

　

れ
る
ま
で
、
諦
め
ま

　

せ
ん

国
・
東
電
を
相
手
に
裁
判

⦿
参
加

者
の
中
か

ら
、
水
口

武

夫

さ

ん
（
北
区
）

冨
樫
豊
さ

ん
（
左
京

区
）
ほ
か

の
皆
さ
ん

か
ら
写
真
・
資
料
の
提
供

を
い
た
だ
き
感
想
を
う
か

が
い
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
編
集
部
）
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手話クイズ

  ①③ ②

（解答14㌻）

◆
「
皆
」
の

　
　

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

右手人差指で鼻

を指す。

甲を上に向けた右

手を波打たせなが

ら右へ動かす。

右掌を下に向け

て水平に半円を

描く。

手話　　　  サークル
４月の日程

４月４日 （金曜日） 14 ： 00 ～本部１階ホール

指
文
字

「３」の形の指先を曲げる。

「数字３0」

　貴方の 「軌跡」 のお手伝い

社会運動での生きざま（自分史）をＤＶＤ（映像）で後世に残します。

　　　　　　　メディアとツアーの長年の経験生かして

ムービー　軌跡　プロデューサー　富田秀信

 090-3671-4543

　 自己紹介→ブログ 「一人になった千代野ノート」

・ ・
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環
境
と
平
和
の
委
員
会

▼
南
相
馬
復
興
支
援
水
プ
ロ

２
月
は
1 ８
人
の
方
か
ら
合
計

１
万
８
０
０
０
円
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
累
計

３
８
５
・
７
万
円
に
な
り
ま
し

た
。
（
１２
ペ
ー
ジ
の
関
連
投
稿

も
ご
覧
下
さ
い
。）

▼
環
境
平
和
の
つ
ど
い
2
月
報
告

２6
日
、
６
人
。

⦿
５
月
３
日
憲
法
記
念
日
恒

例
、
憲
法
集
会
（
東
山
区
円
山
公

園
音
楽
堂
）
に
さ
そ
い
あ
っ
て
参

加
し
て
い
き
ま
す
。
紫
式
部
４
月

号
に
チ
ラ
シ
を
折
り
込
み
ま
す
。

（
右
下
写
真
）

⦿
（
余
談
で
す
が
）
い
ま
話

題
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
、

か
つ
て
同
局
で
仕
事
を
な
さ
っ

て
い
た
片
野
福
子
さ
ん
に
当
時

の
職
場
実
態
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
「
セ
ク
ハ
ラ
は
当
り
前
。
映

理事会
委員会
だより

理事会
委員会

画
産
業
労
組
に
加
入
し
た
と
こ

ろ
、
机
を
屋
上
に
持
っ
て
い
か

れ
た
。
♪
頑が

ー
ん
張ば

ー
ろ
お
ー

の
歌
も
、
こ
の
時
覚
え
た
。
」
と

生
々
し
い
お
話
で
し
た
。

第
１０
回
理
事
会
報
告

(

2
月
28
日
）

理
事
11
人
中
11
人
出
席
。

監
事
2
人
中
1
人
参
加
。

▼
報
告
事
項

⦿
組
織

・
経
営
状
況

　
　

（
表
参
照
）

⦿
総
代
懇
談
会
の
中
間
報
告

▼
協
議
事
項

⦿
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
生
協

に
つ
い
て

　

専
務
理
事
の
話
題
提
起
を

受
け
、
役
員
こ
も
ご
も
想

い
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
あ

い
ま
し
た
。

　
　

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 6,087 4,305 🔼🔼1,782

経費合計 6,686 4,985 🔼🔼1,701

事業剰余 🔼🔼599 🔼🔼680 🔼🔼81

経常剰余 🔼🔼507 🔼🔼637 🔼🔼130

　　　　   　1　　　　   　1月度経営状況　　　　　(千円）

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 56,415 63,350 6,935

経費合計 67,262 69,273 2,011

事業剰余 🔼🔼10,847 🔼🔼5,923 4,924

経常剰余 🔼🔼9,407 🔼🔼5,369 4,038

　　　　　　　4～1月度累計　　　　　　　4～1月度累計　　　　　(千円）

1,218人

19,390口

人数 口数

加入 5人 15口

増資 4人 8口

脱退 1人 🔼🔼37口

減資 0人 0口

増減 4人 🔼🔼14口

組織状況（2025年2月28日現在）

組合員総数

出資金残高（千円）

2月実績

1,210人

19,263口

人数 口数

加入 1人 3口

増資 3人 15口

脱退 0人 0口

減資 0人 0口

増減 1人 18口

組織状況（2024年11月30日現在）

組合員総数

出資金残高（千円）

11月実績

くらしコープへの御寄付

２月１日～２８日（敬称略）

奥村忠一、ＹＳ、匿名３名、

計５名の方から

総額49,970円の御寄付をいただきました。

ありがとうございました。

本
誌
に
つ
い
て
、
ま
た
高

齢
者
生
協
く
ら
し
コ
ー
プ

に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄

せ
下
さ
い
。

　
（
尚
、
郵
便
料
金
が
高
く

な
り
ま
し
た
💢

✉
メ
ー

ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
ご
活
用
を

お
す
す
め
し
ま
す
）

　

紫
式
部
は
、
印
刷
単
位

の
関
係
で
毎
号
相
当
数
の

余
分
が
で
て
い
ま
す
。
利

用
・
加
入
の
お
す
す
め
に

手
わ
た
し
や
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
な
ど
で
の
ご
活
用
を
お

願
い
し
ま
す

＜（＿　＿）＞

環
境
と
平
和
の
委
員
会
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サロン
サークル
だより

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

▼
２
月
の
報
告

　

２
月
は
う
た
う
会
で
し
た
。

ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
の
生
演
奏
に

合
わ
せ
て
ひ
と
り
１
人
の
希
望

す
る
歌
を
う
た
い
ま
し
た
。
何

時
も
替
歌
を
作
っ
て
く
だ
さ
る

O
さ
ん
は
３
月
の
映
画
に
ち
な

ん
だ
『
美
し
い
十
代
』
の
替
歌

『
美
し
い
高
齢
者
』
で
し
た
。　

　

ま
た
う
た
の
間
の
ク
イ
ズ
は

還
暦
、
緑
寿
、
古
希
、
喜
寿
、

傘
寿
、
米
寿
、
白
寿
、
紀
寿
、

茶
寿
、
皇
寿
―
そ
れ
ぞ
れ
何
歳

か
分
か
り
ま
す
か
?

　

次
回
そ
れ
ぞ
れ
の
長
寿
に
該

当
さ
れ
る
参
加
者
に
は
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。　

▼
▼
４
月
の
予
定

映
画
鑑
賞

「
九
十
歳
。
何
が
め

で
た
い
」

４
月
２６
日
（
土
）
10
時
か
ら

会
場
：
北
区
西
賀
茂
・
水
野
宅

交
通
：
市
バ
ス
西
賀
茂
車
庫
前

９
時
２８
分
発
の
特
３７
系
統
で
柊

野
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
下
車
が
便
利
。

お
問
い
合
わ
せ
は
水
口
へ

℡

０
７
５
・
４
９
２
・
７
２
６
４

参
加
費
５
０
０
円
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
２
月
の
報
告

１４
日
１２
人
（
初
プ
レ
イ
）

２８
日
１３
人

　

１
月
に
は
雪
が
降
る
程
の
寒

さ
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、

の
び
の
び
プ
レ
ー
が
出
来
ま
し

た
。
が
、
成
績
は
今
一
つ
？

▼
▼
４
月
の
予
定
１１
日
と
２５
日

　

４
ヶ
月
振
り
に
京
北
ダ
イ
ヤ

ラ
ン
ド
に
戻
り
ま
す
！！
矢
橋
に

は
行
け
な
か
っ
た
人
に
ま
た
会

え
ま
す
！

手
話
サ
ー
ク
ル

▼
▼
４
月
の
予
定

４
日(

金)

１4
時
～
本
部
ホ
ー
ル

読
書
サ
ー
ク
ル

▼
社
会
問
題
読
書
会
３
月
報
告

ジ

ョ
ー

ジ
・
オ

ー

ウ

ェ
ル

『１
９
８
４

（年
）』
第
３
回

５
日
、
４
人
。

　

第
２
部
の
第
１
～
４
章
。

禁
断
の
恋
は
実
る
の
か
？
そ
も

そ
も
１
９
８
４
年
の
社
会
の
異
性

関
係
は
？

▼
▼
社
会
問
題
読
書
会
４
月
予
定

ジ

ョ
ー

ジ
・
オ

ー

ウ

ェ
ル

『１
９
８
４
（年
）』
（角
川
文
庫
・

早
川
文
庫
等
）
第
４
回

　

２
日

（
水
）
１
時
半
～
、
本

部
ホ
ー
ル

▼
名
作
を
読
む
会
２
月
報
告

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

『
星
の

王
子
さ
ま
』
第
２
回

１９
日
３
人
。

　

星
の
王
子
さ
ま
は
、
悲
壮
な

思
い
で
７
つ
の
星
に
降
り
て
い

く
旅
に
出
ま
し
た
。
他
の
星
に

住
む
様
々
な
人
、
動
物
・
植
物
、

そ
の
他
生
き
物
類
と
対
話
を
し

ま
す
が
、
完
璧
な
世
界
は
な
い

こ
と
を
知
り
ま
す
。
唯
一
大
き

な
星
・
地
球
の
ア
フ
リ
カ
の
砂

漠
で
、
飛
行
機
の
不
時
着
と
修

理
に
苦
し
ん
で
い
た
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
僕
と
出
会
い
…
。

（
松
永
和
子
）

▼
▼
名
作
を
読
む
会
４
月
予
定

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

『
星
の
王

子
さ
ま
』
（岩
波
書
店
版
他
）

第
４
回

４
月
16
日

（
水
）
１
時
半
～

本
部
ホ
ー
ル

映
画
サ
ー
ク
ル

▼
▼
『コ
ッ
ト
、
は
じ
ま
り
の
夏
』

４
月
１３
日

（
日
）
①
１０
時
半
～

②
１
時
半
～
③
６
時
５０
分
～

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
左
京
区
）

１
９
８
１
年
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
田
舎
町
。
大
家
族
の
中
で

ひ
と
り
静
か
に
暮
ら
す
寡
黙
な

少
女
コ
ッ
ト
は
、
夏
休
み
を
親

戚
夫
婦
キ
ン
セ
ラ
家
の
緑
豊
か

な
農
場
で
過
ご
す
こ
と
に
。
は

じ
め
の
う
ち
は
慣
れ
な
い
生
活

に
戸
惑
っ
た
が
、
夫
婦
の
愛
情

を
た
っ
ぷ
り
と
受
け
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
生
活
を
丁
寧
に
過
ご

す
中
で
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
か
っ
た
生
き
る
喜
び

を
実
感
し
て
い
く
。

２
０
２
２
年
製
作
／
９５
分
／
ア

イ
ル
ラ
ン
ド

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

映
画
サ
ー
ク
ル

★
公
開
上
映
サ
ー
ク
ル
員
で
な
い方
も
ど
う
ぞ
。

読
書
サ
ー
ク
ル

手
話
サ
ー
ク
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
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進
歩
へ
の
方
向
に
？　

そ

れ
と
も
退
化
の
方
へ
？　

そ

れ
ぞ
れ
の
方
向
に
世
論
は

動
い
て
行
き
ま
す
。
そ
れ

は
「
自
分
が
住
み
た
い
社
会

づ
く
り
」
が
、
み
な
、
そ
れ

ぞ
れ
の
方
向
に
求

め
ら
れ
て
い
る
方

向
」
へ
と
動
か
せ

て
い
て
、
そ
れ
が

「
選
挙
の
集
票
の

数
」
で
決
め
ら
れ

て
行
く
の
で
す
よ

ね
。
そ
れ
な
ら
ば

こ
そ
、
民
衆
は
、

友
達
同
士
、
知
り

合
い
同
士
、
常
に
出
会
っ
て
、

こ
の
社
会
の
出
来
事
を
語
り

合
っ
て
居
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

欧
州
で
は
最
近
、
百
年
前

の
衆
意
を
集
め
て
い
た
よ
う

な
「
帝
王
制
」
。
今
で
言
う

「
保
守
派
」
思
想
が
舞
い
戻
っ

て
来
た
よ
う
な
「
右
派
政
党
」

が
「
跳
ね
回
っ
て
居
る
気
配
」

を
耳
に
し
ま
す
。
つ
ま
り
「
社

会
の
右
傾
化
」
を
見
聞
き
す

る
の
で
心
配
で
す
。
3
年

前
の
、
い
や
10
年
前
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
「
侵
攻
!
」
。

イ
ス
ラ
エ
ル
国
の
ガ

サ
地
域
へ
の
「
侵

出
!
」
。
「
地
力
」
が

付
く
と
「
隣
の
庭
の

地
面
が
欲
し
く
な

る
」
サ
モ
シ
イ
気
分
。

我
欲(

が
よ
く)

が

蠢
（
う
ご
め
）
く
、

オ
ゾ
マ
シ
イ
存
在
に

な
り
果
て
る
そ
の
姿
。
欧
州

で
は
、
そ
の
方
向
に
社
会
が

進
ん
で
い
る
よ
う
で
、
80
年

前
崩
壊
シ
タ
ハ
ズ
、
と
思
っ

て
い
た
「
ナ
チ
ズ
ム
」
が
戻
っ

て
来
て
い
る
」
・
・
と
い
う

そ
の
ニ
ユ
ー
ス
。

　

こ
れ
っ
て
退
化
へ
の
道
な

ん
で
す
よ
ね
。�

(

荒)

�
世
論
は
い
ま
、
ど
ち
ら
の
方
向
に
？

清少納言
百三十六の段

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
わ
。

コ
メ
の
動
向
に
つ
い
て
改

め
て
調
べ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

ご
存
知
の
こ
と
ば
か
り
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
ご
参
考
ま

で
に
。

３
月
１
日
に
各
紙
で
報
道

さ
れ
た
よ
う
に
、
コ
メ
の
民

間
在
庫
は
１
月
末
時
点
で

▲
４４
万
ト
ン
の
２
３
０
万

ト
ン
で
過
去
最
低
。

ま
た
Ｊ
Ａ
全
農
の
在
庫
不

足
も
拡
大
し
、
同
▲
２３
万
ト

ン(

前
月
比
▲
２
万
ト
ン)

。

コ
メ
の
流
通
在
庫
は
逼
迫

し
て
い
ま
す
。

一

日
本
米
穀
商
連
合
会

(

日
米
連)

が
会
員
団
体

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

て
い
ま
す
。

米
穀
卸
・
米
穀
商
で
作
る

団
体
で
す
が
、｢

お
コ
メ
の

仕
入
れ
が
で
き
な
い｣

と
の

多
数
の
意
見
が
あ
り
、
会
員

に｢

仕
入
れ
・
販
売
の
ア
ン

ケ
ー
ト｣

を
１
月
に
実
施
し

た
と
の
こ
と
。

・
１２
月
時
点
の
在
庫
状
況

は
、｢

余
裕
が
な
い｣

が
５６
％
。

・
何
月
ま
で
の
在
庫
を
保

有
し
て
い
ま
す
か
？
の
質
問

に
は
、｢

４
月
～
６
月
ま
で

｣

が
６２
％
で
、｢

９
月
ま
で｣

は
わ
ず
か
１２
％
で
し
た
。

米
穀
卸
業
者
で
も
、
コ
メ

を
十
分
に
確
保
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

二

京
大
生
協
の
状
況
。｢

メ
ニ
ュ
ー
価
格
改
定
の

ご
案
内｣
。

３
月
３
日
に
価
格
改
定
実

施
し
た
が
、
コ
メ
に
つ
い
て

は
３
月
３１
日
に
追
加
改
定
す

る
と
の
こ
と
。

例
／
ラ
イ
ス
中
は
＋
２５
円

＋
３０
円
＝
＋
５５
円
の
値
上
げ

で
す
。

大
学
生
協
で
も
仕
入
れ
の

令
和
の
米
騒
動
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

乙
井
孝
之
さ
ん

（
宇
治
市
）
が
ご
自
分
の
目
と
手
と
脚
で
情

報
を
収
集
、
京
都
生
協
退
役

・
現
役
役
職
員
の
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン

に
レ
ポ
ー
ト
、
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
ほ
ん
の
一
部
を
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
編
集
部
）

べた
ピンチ

乙井孝之
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大
海
に
続
く
、
小
さ
な
海

の
中
で
、
生
物
は
発
生
し
ま

し
た
。
植
物
も
海
の
キ
ワ
で

発
生
し
ま
し
た
。
シ
ア
ノ
バ

ク
テ
リ
ア
、
日
本
語
で
は
藍

藻(

ら
ん
そ
う)

。
そ
れ
が
初

め
て
の
生
き
物
の
呼
び
名
で

す
。
そ
し
て
「
上
陸
」
で
す
が
、

す
ぐ
に
は
そ
れ
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

上
陸
す
る
に
は
「
土
」
が

必
要
。
ど
う
す
る
？
「
そ
の

お
役
目
は
私
た
ち
が
引
き
受

け
ま
し
た
」
。
名
乗
り
出
た
の

は
シ
ダ
類
の
植
物
で
し
た
。

「
土
の
な
い
世
界
」
で
は
植

物
は
生
き
て
行
け
な
い
。
で

も
枯
れ
落
ち
た
私
を
踏
ん
で

土
に
し
て
進
め
ば
い
い
の
！　

さ
す
が
！
先
駆
者
な
の
で
す

ね
。 

[

企
画
広
告]

荒
木
昭
夫
の
語
り
物

み
ど
り
・
ミ
ト
ク
ン
・
ミ
ー

も

ち
ゃ
ん
17

土
も
、
生
き
物
で
す
。

輝
子

お
日
様
の
光
ま
ぶ
し
く

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

厚
化
粧
顔
は
白
い
が
首

黒
い

年
老
い
て
自
分
時
間
も

作
り
た
い

四
紅
坊

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
撃
退
ト

ラ
の
皮
算
用

コ
メ
が
な
い
？
な
い
の

は
策
だ
食
料
の

止
め
な
く
ち
ゃ
山
火
事

漏
水
地
下
ト
ン
ネ
ル

喉
イ
ガ
イ
ガ
寒
の
戻
り

の
う
ら
め
し
や

一
年
で
伸
び
た
子
わ
い

わ
い
通
学
路

川
柳

確
保
に
苦
慮
し
て
い
て
、

・
コ
メ
の
仕
入
れ
価
格
は

前
年
比
２
・
２
倍
。

・
数
量
確
保
が
ま
だ
で
き

て
い
な
い(
７
月
末
ま
で
の

確
保
の
状
況)
。

｢

案
内｣

に
は
詳
し
い
状

況
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

三

生
協
や
消
費
者
の
動
向

に
つ
い
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
Ｗ
Ｅ

Ｂ(

首
都
圏
版)

で
、

脚で調
主食の

日
本
生
協
連
合
会
の
「
備

蓄
米
を
積
極
的
に
仕
入
れ
、

組
合
員
に
提
供
し
て
い
き
た

い
」
と
の
見
解
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

四

日
本
生
協

連
合
会
が
２

月
12
日
に
Ｊ

Ａ
全
農
に
コ

メ
の
調
達
強

化
を
要
請
。

全

国

農

業

新
聞
に
右
記

の
記
事
が
あ

り
ま
し
た
。

コ

ー

プ

き

ん
き
（
京
都
生
協
な
ど
近
隣

府
県
の
地
域
購
買
生
協
の
有

志
連
合
）
か
ら
大
島
芳
和
専

務
理
事
が
出
席
。

以
上
、
長
々
と
す
み
ま
せ

ん
。現

在
の
コ
メ
問
題
は
需
給

の
逼
迫
が
原
因
で
す
の
で
、

政
府
備
蓄
米
の
放
出
に
よ
っ

て
、
コ
メ
が
潤
沢
に
流
通
す

れ
ば
、
価
格
も
下
が
り
、
コ

メ
不
足
も
解
消
す
る
と
思
い

ま
す
。

指
標
と
な
る
の
は
、
コ
メ

の
価
格
で
す
の
で
、
今
後
下

が
る
か
、
注
視
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

(
個
人
的
に
は
２１
万
ト
ン

で
は
足
り
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
農
水
省
は｢

流
通
の
目

詰
ま
り｣

と
の
見
解
で
す)

ま
た
生
協
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
報
道
に
あ
る
よ
う
に
、｢

積
極
的
に
備
蓄
米
を
調
達
し

販
売
す
る｣

と
の
こ
と
で
す

の
で
、
生
協
の
取
り
組
み
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
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私のレシピ　　　　　　　　　　　

初かつおの豪快盛り（タタキ）

佐竹輝子

（北区鷹ケ峯）

【４人前】　

かつお身�４００ｇ～５００ｇ、玉葱�１個、みょうが�５個、

大根おろし�1/2 本分、青葱�適量、紅たで�適量又は貝割れの葉、　

大葉�１０～１５枚

【たれ】

ぽん酢�１００㏄、塩�適量、酒�適量

◦かつおは焼きすぎると見た目も悪くなるので気をつけよう。

◦食べるまで時間がある時は冷蔵庫で冷やしておくと良い。食べる前に切って飾りつける。

①かつおに塩と酒をふって５分置く。その後キッチンペーパーで水気をとる。

②熱して油を敷いたフライパンでかつおの皮の方から焼く。

　（直火の場合は金串を刺してあぶるように焼く）

③面を変え、２～３㎜程色が変わったら良い。

④氷水に入れて表面が冷たくなるまで冷やす。

⑤１㎝位の厚さに切って玉葱、みょうが、大葉を敷いてきれいに盛りつける。小口切りした

　青葱、大根おろし、紅たでを盛りつけてぽん酢を添えて出来上がり。　

⦿
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
っ
て
？　

流
れ
を
ほ
と
ん
ど

知
ら
な
か
っ
た
の
で
移
行
だ
け

追
っ
て
み
ま
し
た
。

　

２
０
０
３
年
10
月
に
第
１
次

計
画
が
行
わ
れ
「
安
定
供
給
の

確
保
」
「
環
境
へ
の
適
応
」
「
市

場
原
理
の
活
用
」
が
基
本
方

針
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
第
２

次
（
２
０
０
７
年
３
月
）、
第

３
次(

２
０
１
０
年
６
月)

ま

で
原
子
力
発
電
の
積
極
的
な

推
進
が
言
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
２
０
１
１
年
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
事
故
で
、
大
本

か
ら
見
直
す
―
と
し
て
第
４
次

（
２
０
１
４
年
４
月
）、
第
５
次

（
２
０
１
８
年
７
月
）
に
は
再

エ
ネ
の
主
力
電
源
化
と
原
発
依

存
度
の
低
減
が
、
そ
し
て
第
６

次
（
２
０
２
１
年
10
月
）
で
も

可
能
な
限
り
の
原
発
依
存
の
低

減
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
な
の
に
そ
れ
な
の
に
な

ぜ
第
７
次
で
「
原
発
依
存
度
の

低
減
」
を
削
除
し
て
【
原
発
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
合
わ

せ
最
大
限
活
用
す
る
】
な
ど
と

原
発
回
帰
を
鮮
明
に
し
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
‼

　

こ
の
頃
話
題
に
上
ら
な
く

な
っ
て
い
た
原
子
力
村
・
原
発

マ
ネ
ー
が
、
国
民
は
も
う
忘
れ

て
い
る
だ
ろ
う
―
と
相
変
わ
ら

ず
の
動
き
を
し
て
い
る
の
で
す

ね
。

　

原
発
NO
！
！

の
声
を
も
っ

と
大
き
く
し
て
い
か
な
け
れ

ば
！
！
！

　

再
度
、
樋
口
英
明
著
「
南
海

ト
ラ
フ　

巨
大
地
震
で
も　

原

発
は
大
丈
夫　

と
言
う
人
々
」

か
ら
。

　

原
発
問
題
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
で
も
、
環
境
問
題
で
も
あ
り

ま
す
が
、
根
本
的
に
は
国
防
問

題
な
の
で
す
。
短
期
間
に
国
を

亡
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
の
は
、

戦
争
と
原
発
事
故
し
か
あ
り
ま

せ
ん
…

忘
れ
な
い
！
許
さ
な
い
！

原
子
力
村
・
原
子
マ
ネ
ー

稲
葉
都

投稿
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 昭和百年 ╮
ピ
ー
ポ
ー

其の八　昭和あまり

　

昭
和
四
年
生
れ
の
私

が
小
学
三
年
頃
迄
住
ん

で
居
た
場
所
、
謂
わ
ゆ

る
遊
ん
で
い
た
処
で
の

思
い
出
を
辿
っ
て
見
た

い
と
思
い
ま
す
（
地
図

参
照
）

　

「
深
草
直
違
橋
北
一
丁
目
」

を
中
心
と
し
て
、
先
ず
毎
日

や
っ
て
来
る
、
紙
芝
居
屋
の

「
ピ
ー
ポ
ー
」、
自
転
車
で
い
つ

も
停
め
る
お
寺
の
広
場
に
は

二
十
人
程
の
子
供
が
集
ま
り
ま

し
た
。
「
お
っ
ち
ゃ
ん
」
が
取

り
出
す
、
布
袋
に
手
を
入
れ

て
、
中
の
「
ギ
ン
ナ
ン
」
の
実

を
一
つ
大
事
そ
う
に
握
り
、
ぱ

あ
ー
っ
と
手
の
平
に
！
白
色
は

「
ス
カ
ン
ピ
ン
」
赤
色
、
青
色

と
等
級
が
あ
り
も
ら
う
お
菓
子

が
楽
し
か
っ
た
。
終
る
頃
は
恰

度
夕
方
と
な
り
家
へ
走
っ
て
帰

り
ま
し
た
。

　

そ
の
お
寺
「
誠
心
寺
」
で
の

遊
び
が
あ
り
ま
し
た
。
夏
に
な

る
と
「
度
胸
だ
め
し
」
が
開
か

れ
多
勢
の
男
女
が
浴
衣
姿
で
集

ま
り
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
は
い
く

つ
か
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
指
定

さ
れ
た
場
所
の
何
か
を
持
っ
て

戻
る
と
か
、
逆
に
物
を
置
い
て

く
る
と
か
。

　

子
供
心
に
「
「
ド
キ
ド
キ
」「
ハ

ラ
ハ
ラ
」
で
し
た
。�（
つ
づ
く
）

　
昔
話

コープ
物件情報　
第 17 号！

いろり庵ごん
オーナー募集

所
在
地
：
滋
賀
県
高
島
市
安
曇
川
中

野
臼
谷
１
２
２
４
｜
９
３
３

江
若
交
通

「
中
野
」
バ
ス
停
歩
２０
分
。

国
道
３
６
７
号
く
つ
き
新
本
陣
か
ら
車

３０
分
。
湖
西
線
安
曇
川
駅
か
ら
車
で

２０
分　

　

2018 年 5月 5日に行われたお披露目会の様子

皆様へ

コロナ禍をきっかけに、いろり庵ごんにご無沙汰して５年になります。

管理運営に当ってきた、「いろり庵ごんを楽しむ会」として、これと言った提案ができないまま今日に

至り、この先展望を描き切れずにおります。所有名義人をお願いしております、前役員様にも精神的な

ご負担をおかけしております。

会としましては、組合員の中からは、我こそは所有、活用してもいいという方の出現を期待するばか

りです。

譲渡にあたっての委託は高齢者生協くらしコープ事務所にお問合せ下さい。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いろり庵ごんを楽しむ会一同
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教室作品

◆
編
集
室
の
窓
◆

み
な
さ
ん
、
故
郷
は
遠
く

な
っ
て
い
ま
す
か
？
近
く
な
っ

て
い
ま
す
か
？
私
は
こ
の
３

月
、
た
ま
た
ま
故
郷
が
近
く
な

り
ま
し
た
。

　

私
事
で
申
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
切
符
購
入
の
と
き
の
不
注

意
で
、
開
通
し
て
１０
数
年
の
九

州
新
幹
線
に
は
じ
め
て
乗
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
す
る
と

自
宅
玄
関
か
ら
実
家
玄
関
ま

で
、
こ
れ
ま
で
５
時
間
だ
っ
た

の
が
４
時
間
半
に
短
縮
さ
れ
た

の
で
す
。

　

た
だ
し
、
か
わ
り
に
乗
り
換

え
回
数
が
１
回
増
え
、
九
州
新

幹
線
１
駅
１３
分
＋
乗
り
換
え
待

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
〒 603-8232　京都市北区紫野東野町 1-5

　TEL　075(432)3636　 FAX075(451)6350

🌐https://kyotoelder.coop/

  ✉ honbu@kyotoelder.coop

  郵便振替　00910-2-234479

　2025 年 4 月 1 日発行

メールアドレス   kyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp

4 月 24 日 （木）
9 ： 00 ～

　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

正
解
は
②
番
で
す
。

①
波　

②
皆　

③
私

写真 ・内藤律子

ち
１４
分
＋
在
来
線
１
駅
１３
分
と

あ
わ
た
だ
し
く
、
ま
と
ま
っ
た

読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
が
、
今
迄

だ
っ
た
ら
３５
～
４０
分
と
れ
て
い

た
の
が
、
小
間
切
れ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
と
し
て
は
今
ま

で
ど
お
り
、
３０
分
～
４０
分
の
ま

と
ま
っ
た
時
間
を
確
保
し
て
、

「
編
集
室
の
窓
」
で
も
書
こ
う

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
赤
染
益
輝
）
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◆
山
火
事
の
主
な
原
因　

①

環
境
的
要
因
：
冬
か
ら
春

に
か
け
て
の
乾
燥
し
た
気
候

や
強
風
が
火
災
を
拡
大
す
る

ケ
ー
ス
。
過
疎
化
と
人
手
不

足
で
里
山
に
手
入
れ
が
行
き

届
か
ず
火
災
リ
ス
ク
が
益
々

高
ま
っ
て
い
る
。
②
人
為
的

ケ
ー
ス
：
焚
き
火
、
タ
バ
コ

の
ポ
イ
捨
て
、
放
火
。
③
自

然
現
象
：
稀
ら
し
い
が
、
落

雷
。

◆
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
で
は
、
山
火
事
の
予

防
策
の
一
つ
と
し
て
、
山
羊

(

ヤ
ギ)

が
活
用
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
ヤ
ギ
が
乾
燥

し
た
草
や
雑
草
を
食
べ
て
、

可
燃
物
の
量
を
減
ら
す
。
自

治
体
も
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が

ら
、
環
境
保
全
に
も
貢
献
し

て
い
る
地
域
が
あ
る
。

◆
日
本
で
は
、
過
疎
化
が
進

む
地
域
で
ヤ
ギ
除
草
を
始
め

た
こ
と
で
、
子
ど
も
が
カ
ワ

イ
イ
と
喜
び
評
判
に
な
り
、

結
果
的
に
観
光
資
源
に
も

な
っ
た
事
例
も
。

◆
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
都
市
部

で
、
エ
コ
除
草
と
し
て
ヤ
ギ

が
活
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
機
械
を
使
用
し
な
い
の

で
騒
音
問
題
が
発
生
し
な
い

の
で
良
く
。
ヤ
ギ
が
静
か
に

黙
々
と
下
ア
ゴ
を
動
か
し
、

舌
で
器
用
に
草
を
か
ら
め
取

る
様
子
は
、
時
間
が
経
つ
の

を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
眺
め
て

い
る
人
達
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ

せ
、
癒
や
し
の
効
果
が
あ
る

ら
し
い
。
市
民
の
憩
い
の
場

に
は
う
っ
て
つ
け
に
な
っ
て

い
る
と
か
。

◆
ヤ
ギ
除
草
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
上
記
以
外
に
、
凸
凹

や
坂
面
で
も
ド
ン
ド
ン
食
べ

進
み
、
地
上
部
だ
け
を
食
べ

る
の
で
、
土
壌
を
傷
め
な
い
。

ヤ
ギ
の
排
泄
物
が
肥
や
し
に

な
る
。
環
境
に
優
し
い
。
一

方
、
ヤ
ギ
除
草
の
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
花
や
作
物
も
守

ら
な
い
と
食
べ
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
囲
い
が
必
要
に
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
暑
さ
寒

さ
に
弱
い
面
が
あ
る
の
で
、

ヤ
ギ
の
健
康
管
理
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
一
長
一
短
、
適
材

適
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

生活支援・専門電話
075 （205） 5512

（月曜日～金曜日 １０時～１７時）

      担当：江尻茂朗   
                   余根田 保

暮
ら
し
と
住
ま
い
の
お
困
り
事
、

　
　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

住
ま
い
を
提
供
し
て
頂
け
る
方
、

　
　
　
　
　

ご
連
絡
下
さ
い
！

      担当：江尻茂朗   
                   余根田 保

NPO法人

くらしコープ
だより

「
山
火
事
と

　
　
　

山
羊
の
は
な
し
」

◆
レ
ン
タ
ル
ヤ
ギ
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
、
レ
ン
タ
ル
料
は
、

１
頭
２
ケ
月
で
５
，
０
０
０

円
か
ら
と
か
。
狭
い
範
囲
の

除
草
な
ら
、
ヤ
ギ
よ
り
人
が

行
う
方
が
効
率
的
と
の
事
。

し
か
し
、
体
力
、
労
力
が
必

要
で
す
ね
。
業
者
に
依
頼
す

る
な
ら
「
く
ら
し
コ
ー
プ
」

に
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
防
草
シ
ー
ト
の
敷
設
の

ご
相
談
も
ど
う
ぞ
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
コ
ー

プ
江
尻
）

広告



16

『紫式部』　2025 年 4 月号

　
京

都
高

齢
者

生
活

協
同

組
合

く
ら

し
コ

ー
プ

　
　

　
T
E
L
 0

75
(4

32
)3

63
6　

　
F
A

X
 0

75
(4

51
)6

35
0　

　
 　

  
  
  
ht

tp
s:

//
ky

o
to

el
de

r.
co

o
p/

　
　

  
  
 h

o
nb

u@
ky

o
to

el
de

r.
co

o
p　

　
郵

便
振

替
 0

09
10

-2
-2

34
47

9 
　

京
都

高
齢

者
生

活
協

同
組

合
く
ら

し
コ

ー
プ

　
　

　
T
E
L
 0

75
(4

32
)3

63
6　

　
F
A

X
 0

75
(4

51
)6

35
0　

　
 　

  
  
  
ht

tp
s:

//
ky

o
to

el
de

r.
co

o
p/

　
　

  
  
 h

o
nb

u@
ky

o
to

el
de

r.
co

o
p　

　
郵

便
振

替
 0

09
10

-2
-2

34
47

9 
　

京
都

高
齢

者
生

活
協

同
組

合
く
ら

し
コ

ー
プ

　
　

　
T
E
L
 0

75
(4

32
)3

63
6　

　
F
A

X
 0

75
(4

51
)6

35
0　

　
 　

  
  
  
ht

tp
s:

//
ky

o
to

el
de

r.
co

o
p/

　
　

  
  
 h

o
nb

u@
ky

o
to

el
de

r.
co

o
p　

　
郵

便
振

替
 0

09
10

-2
-2

34
47

9 

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

〈Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
く
ら

し
コ

ー
プ

　
　

　
T
E
L
 0

75
(2

05
)5

51
2〉

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

〒
60

3-
82

32
京

都
市

北
区

紫
野

東
野

町
1-

5

く
ら

し
コ

ー
プ

機
関

誌
『紫

式
部

』
20

25
年

4
月

号

日
　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

日
　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

 　
　
　

20
25

年
 4

 月
カ
レ
ン
ダ
ー

　
　
　
3/
30
　
　
　
　
　
 3
/3
1 
  
　
　
　
　
　
　
1　

　
　
　
　
　
　
　
2　

　
　
　
　
　
　
3　

　
　
　
　
　
 　

4　
　
　
　
　
　
　
 5
        
    

14
:0

0
絵

手
紙

教
室

　

9:
00

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

　
　

　
　

　
本

部
出

発

13
:3

0
〈
Ｎ
Ｐ
Ｏ
く
ら
し
コ
ー
プ
住
ま
い
相
談
〉

13
:3

0
環

境
平

和
の

つ
ど

い

18
：

30
き

ら
く

に
歌

お
う

会

映
画

サ
ー

ク
ル

『
コ

ッ
ト

、
は

じ
ま

り
の

夏
』

10
:3

0/
13

:3
0/

18
:5

0
教

育
文

化
セ

ン
タ

ー　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

　
 　

　
　
 月

　
　
 　

　
 火

　
　
　
 　

  
水
　
 　

　
 　

木
　
　
 　

　
 金

　
　
　
 　

  
土

　
　
　
3/
30
　
　
　
　
　
 3
/3
1 
  
　
　
　
　
　
　
1　

　
　
　
　
　
　
　
2　

　
　
　
　
　
　
3　

　
　
　
　
　
 　

4　
　
　
　
　
　
　
 5
        
    

　
　
　
3/
30
　
　
　
　
　
 3
/3
1 
  
　
　
　
　
　
　
1　

　
　
　
　
　
　
　
2　

　
　
　
　
　
　
3　

　
　
　
　
　
 　

4　
　
　
　
　
　
　
 5
        
    

紫
式

部
発

送

10
：
00

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン
西
賀
茂
・
大
宮

9:
00

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

　
　

　
　

本
部

出
発

13
：
00

マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　
13
  
  
  
  
  
  
 　

14
　
 　

　
  
　
15
　
　
　
　
 　

  
  
16
　
　
　
　
  
  
  
17
  
  
  
  
  
  
  

18
  
  
  
  
  
  
  
19

13
:3

0
名

作
を

読
む

会
「

星
の

王
子

さ
ま

」
　

　
　

13
:3

0
社

会
問

題
読

書
会

ジ
ョ

ー
ジ

・
オ

ー
ウ

ェ
ル

  
「

19
84

（
年

）」
　

　
　

　

12
:3

0
書

道
教

室
　

紫
式

部
〆

切

　
　
　
　
　
  
20
  
  
  
  
  
  
  
21
　
　
　
　
　
  
　
22
　
　
　
　
  
  
  
 2
3 
  
  
  
  
  
  
24
 　

　
  
  
　
 　

25
  
  
  
  
  
  
  

26

14
:0

0
手

話
サ

ー
ク

ル

6 
  
  
  
  
  
  
  
7 
  
  
  
  
  
  
  
8　

　
　
 　

　
　
  
 9
　
  
  
  
　
　
 1
0 
　
  
  
  
  
  
 1
1 
  
  
  
  
  
  
 1
2

13
：
00

マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル

13
：
00

マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル

13
：
00

マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル

13
：
00

マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル

  
  
  
 2
7 
  
  
  
  
  
　
 2
8　

　
　
  
  
  
  
㉙

　
　
　
  
 　

　
 3
0 
  
  
  
  
  
 5
/1
  
  
  
  
　
 　

 5
/2
　
　
　
  
　
　
 5
/3
　

16
:4

5
経

営
委

員
会

午
後

：
終

活
相

談
会

（
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。）

10
:0

0
理

事
会

午
前

：
終

活
相

談
会

（
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　
　
　
3/
30
　
　
　
　
　
 3
/3
1 
  
　
　
　
　
　
　
1　

　
　
　
　
　
　
　
2　

　
　
　
　
　
　
3　

　
　
　
　
　
 　

4　
　
　
　
　
　
　
 5
        
    

　
　
　
3/
30
　
　
　
　
　
 3
/3
1 
  
　
　
　
　
　
　
1　

　
　
　
　
　
　
　
2　

　
　
　
　
　
　
3　

　
　
　
　
　
 　

4　
　
　
　
　
　
　
 5
        
    

　
　
　
3/
30
　
　
　
　
　
 3
/3
1 
  
　
　
　
　
　
　
1　

　
　
　
　
　
　
　
2　

　
　
　
　
　
　
3　

　
　
　
　
　
 　

4　
　
　
　
　
　
　
 5
        
    

12
:3

0
書

道
教

室
　

16
:4

5
常

任
理

事
会

13
：
00

マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル

  
  
  
  
  
  
5/
1 
  
  
  
 　

 　
 5
/2
　
　
　
  
　
　
 5
/3
　

  
  
  
  
  
  
5/
1 
  
  
  
 　

 　
 5
/2
　
　
　
  
　
　
 5
/3
　

  
  
  
  
  
  
5/
1 
  
  
  
 　

 　
 5
/2
　
　
　
  
　
　
 5
/3
　

  
  
  
  
  
  
5/
1 
  
  
  
 　

 　
 5
/2
　
　
　
  
　
　
 5
/3
　

  
  
  
  
  
  
5/
1 
  
  
  
 　

 　
 5
/2
　
　
　
  
　
　
 5
/3
　

  
  
  
  
  
  
5/
1 
  
  
  
 　

 　
 5
/2
　
　
　
  
　
　
 5
/3
　

13
：
00

  
  
  
  
  
  
5/
1 
  
  
  
 　

 　
 5
/2
　
　
　
  
　
　
 5
/3
　

13
：
00

　
　
　
　
　
  

13
:3

0
合

同
慰

霊
祭

共
同

墓
「

平
和

の
風

」

13
:3

0
憲

法
集

会
円

山
公

園
音

楽
堂

　
　

　




